
日々開発されるケーブルテレビ関連機器などを、実際に検証
しながらチェック！ 実用性に焦点をあてて報告します。
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今回はLANケーブルのインピーダンスについて紹介します。

ケーブル技術スタッフの機器チェック！

LANケーブルインピーダンス

月刊B-maga2020年12月号掲載

私たちケーブルテレビ局の技術者は、

LANケーブルを日常よく使います。LAN

ケーブルはツイストペアとも呼ばれインター

ネット機器の接続に使用します。このケー

ブルのインピーダンスをVNA（ベクトルネッ

トワークアナライザ）で測定したので紹介し

ます。

このVNAで同軸ケーブルとマイクケーブ

ルのインピーダンスを測定した結果を

2020年4月号、9月号に掲載しました。同

じ測定方法で違う用途・種類のケーブルで

あってもインピーダンス測定できることがわ

かります。

LANケーブルのツイストペアだけを取り

出します。写真1にVNAに接続する接続

端を示します。インピーダンス測定の様子

がわかります。最初にVNA接続端の反対

側をオープン（開放）でC（容量）を測定し、

次にクローズ（短絡）にしてL（インダクタン

ス）を測定します。その後、CとLの値からイ

ンピーダンスを計算します。

インピーダンス計算式を図1に示します。

測定周波数は10MHzから15MHzで、

LANケーブルの長さは手持ちにあったもの

で1.5ｍです。測定したインピーダンスを図

2に示します。インピーダンスは周波数に関

わらず120Ωとなります。マイクケーブルの

ように2ペア接続をLANケーブルでは行い

ません。音声周波数を扱うマイクケーブル

と100MHz程度までを扱うLANケーブル

ではケーブル構成素材の材質の違いがみ

られます。LANケーブルはより高い周波数

に対応できる工夫がみられます。マイク

ケーブルと比較して、構造が平行二線式

では似たようなインピーダンスになることが

わかりました。

以上、VNAを使用したLANケーブルの

インピーダンス測定例を紹介しました。

写真1：VNAに接続する接続端

図1：インピーダンス計算式

図2：測定結果


